
平成３０年２月１９日 第１回会議 （都内中小企業を取り巻く現状や環境の変化、 
  （ 今 回 ）           都の中小企業振興施策の状況） 
 
 
平成３０年４月以降 数回の会議を開催予定（個別にテーマを設定して議論） 
 
 
平成３０年９月頃  「中間のまとめ 素案」を有識者会議に提出し議論 
 
 
平成３０年１０月頃 「中間のまとめ」 公表 
          
 
           パブリックコメント等を実施 
 
 
平成３１年１月頃   ビジョンを発表 
           ※発表後、速やかに有識者会議で報告 

有識者会議の開催スケジュール（案） 

■再生医療などの医療技術や創薬の進歩により、治 
 療が困難だった疾患の治療ができるようになった。 
 加齢に伴う病気や症状に悩まされることも少なくな 
 り、「健康寿命≒寿命」と言われるようになっている。 

■機能補助ロボットなど科学技術の進歩により、 
 障害があっても日常生活を支障なく送ることがで 
 きる。 

■都内中小企業が大学や研究機関と連携して開 
 発したナノマシンが国際標準となり、がんなどの 
 治療方法が劇的に進歩している。 
 
■最先端技術を実装した都内中小企業の優れた 
 製品・サービスが、拡大するアジア市場の需要を 
 取り込み、東京の存在感を一層高めている。 

■自動運転技術のしん歩により、道路の渋滞や交通 
 事故が解消された。完全自動運転車が郊外に住む 
 高齢者の足となっている。いつでも、どこへ出かける 
 のも、全く不便を感じることはなくなった。 

「Beyond2020東京の未来に向けて～」（抜粋） 

出典 2020年に向けた実行プランより作成 
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有識者会議の流れ 

資料５ 


